
令和３年度入学者選抜について
懇談会でお配りしようと思っていた資料を HPに掲載しています。

＜１＞中学校と高等学校のちがい
○中学校は、義務教育 → 高等学校は、学習したい人が行くところ

・進んで勉強する姿勢
・進んで活動に参加する姿勢
・単位の修得がなければ卒業はできない
・授業料、弁当、その他で、かなりのお金がかかる

○自分の将来を考えて ＋ 自分の現実を考えて → 努力を重ねる者だけ自分を伸ばせる

＜２＞高等学校のほしい生徒は、
※学力が優秀で

① 学校や社会のルールがきちんと守れる生徒
② 進んで学習ができる生徒
③ 様々な活動に意欲的に参加できる生徒 （例えば 部活動 ボランティア 生徒会活動 等）

④ 自分の事や自分の考えをきちんと語ることができる生徒
⑤ 服装や態度・言葉遣いがきちんとしている生徒

＜３＞入学試験について
◎私立高校推薦入試

○三者懇談もしくは二者懇談で私立高校の推薦入試を申し出た生徒のうち
・高等学校選択の理由、入学後の目標、身につけたい事等が明確である生徒
・成績がその高校の求める水準をクリアーしていて、生活態度の良好な生徒
・保護者と生徒本人の意思が統一されている生徒
・私立高校に単願（そこしか受験しない）入試を希望する生徒

について、「校内推薦委員会」に諮り、学校推薦に値するか検討して決定する。
○出願後の変更、合格後の取り下げはできない。
○合格者は、その他の入学試験は受けられない。

◎私立高校一般入試
○単願入試と併願入試がある
○希望する生徒は、すべて受験することができる。
○単願入試合格者は、その他の入学試験は受けられない。

◎公立高校一次選抜
○全県統一の学力検査を実施する。（面接等については、受検校によって違う。）
○一般選抜の他、独自選抜を実施する学校がある。
・独自選抜については、受検校の審査基準（要件）に合致した生徒が受検できる。
○全日制・定時制を含め、すべての公立高等学校が、入学定員まで合格させることができ
る。

◎公立高校二次選抜
○一次選抜不合格者のみ受検することができる。
○一次選抜での合格者が定員に満たない高校のみ、受検者の募集を行う。
（一次選抜で定員を満たした高校は受検できない。）

＜４＞その他の進路
○通信制の高等学校
○高等専門学校
○就職（豊田工業学園、デンソー工業学園等は就職扱いです。ハローワークを経由します。）
○他県公立高校受験については、受験希望先の県教育委員会の許可が必要。（早めの手続き

が必要）
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